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日本語6の朝鮮語，アルタイ諸語との比較   
一第一音節における朝鮮語Aとの対応を中心に一  
大 林 直 樹  
1．は じめに   
有坂秀世，池上横道による「音節結合の法則」の発見以来，日本語の6はい  
わゆる陽性母音a，u，0 に対立する陰性母音として，すなわちアルタイ話語  
や古い朝鮮語に見られる母音調和においての＊e，＊6のような陰性の母音にあ  
たると考えられてきたようである。そして，日本語系統研究の立場から日本語  





日本語■y6k6－（動詞y6ku「避ける」，y6k6su「中傷する」，名詞y6k6   
「横」などから想定される語根（1））：中期朝鮮語nyak＜■血k＜＊50kト・の   
側，…の方」，エヴェンキ語わgin「左，左きき，不器用」，ウデへ語5i叫8皇8   
「左の」，オルチャ語5u∂nきi～5∂Wun5i～59明5i「左の，左側」，蒙古文語   
きegiin「東，東の，左の」。  
日本語k6t6「言，事」：中期朝鮮語kos「物，事」。  
日本語＊6m6「面」：中期朝鮮語om一己i「拇」，ナーナイ語Qm「一」，オ   
ロチ語om「同左」，ツングース祖形＊omiin（2）「同左」，蒙古文語emiln－e   
「前」。   
日本語opu＜＊6pu「負う」：中期朝鮮語op．「同左」，ユダェンキ語QV－   
～0Vu・～卯伊「背負って運ぶ」，オpチ語○Vugi一「持ってくる」。   





日本語k6k6r6「心」：蒙古文語k6kiin「乳房」，古代チエルク語k6kiiz   
「胸」，ヤクート誘起∂r追s「同左」。  
日本語＊6k6－（動詞6kll「起きる」，「6k6su起こす」などより想定され   
る語根（8））：中期朝鮮語uh＜＊ug＜＊6ge「上」，エヴュンキ語ugi「高い」，   














見られるためなのである。すなわち，村山をも 日本語6が決して陰性母音にの  
み対応するものばかりではなく，陽性母音にも対応しており，「音節結合の法  
則」などからその起源がすべて陰性母音に由来すると決めつけるのは誤りだ，  





がわかったからである。   



























49：99）はこの朝鮮語形式をラドロフの『チュルク方言辞典の試み』にあるウ   
大 林 直 樹  
イグル語qot，qOd11「種，属」と比較している。このウイグル語形式と上掲の  
ツングース諸語形式が同源であるとは語頭音の違いから考えにくいから，朝鮮  
語k山一hA・の比較相手としてはやほり日本語g6tii・Si，k6t6 二および上掲のツ  
ングース話形式を考えるのが妥当と思われる。だが，朝鮮語Aとアルタイ0の  
「伝統的」対応を示していることから，ラムステットの説も記憶しておいた上  























「暮れる」，kimim，kimum「月末」をhm－をほじめとする一連の朝鮮語諸   
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れるのである（村山1983：25）。   















は，今後もっと盛んに試みられるべき研究方法の一つだといえるのではあるま   
大 林 直 樹  







































ナNナイ語nipt；呵gi「油」，Simu－「油を塗る」   









ル話語形式は「油」とは無縁のようである。   
われわれの考察によって，新たに視野に入ってきたものとして中期朝鮮語  
sAmAさh－「浸透する」について言及しておかなければならない。語幹末子音の  
相違（s‡m‡y－の－y・と s人m人吉h－の・芭b－）からこの二つの朝鮮語動詞simiy・  
「浸みる」とsAmA芭ゝ－「浸透する」を同源と見なすことは上掲の日本語の二つ  
の動詞 s6mu，Simu を同源と見なすことよりはるかに困難ではあるが（4），そ  
れでもiとAの陰陽の対立する母音からなっていることは事実であるし，意味  




＞simiy・のような変化が推定されてもいる（金芳漠1985：172）。   





を付したまま出すことにした。上記ツングース話形式と日本語t6kii の比較を，  
日本語6の一部とアルタイ祖語＊eの対応を支持するものとして提起したのは  
村山七郎（1977：53）であった。一方 このt6k6とモンゴル語de酢reとの  
比較を試みたのは小沢重男（1968：124－25）であった。この二人の日本語系統  
論者の見解の相違はおそらく，村山がアルタイ祖語の＊d－の日本語における反  















中期朝鮮語tbAイ焼ける」∴ユダェンキ語toro「炎」，ラムート語tor「同   




の陽性母音0に対応しているということであり（これは従来から支持されてい   





























朝鮮語の場合はtArk「鶏」にしろn人r・「飛ぶ」にしろ陽母音幹であるので，   
大 林 直 樹  
ここでは朝鮮語Aの一部が陰母音に起源するのではないかという問いを発する  
機会を得ることになる。   
なお，金東昭（1981：118【19）は朝鮮語mr・「飛ぷ」をェヴェソキ語na・  
「巽を振る」などと比較している。  












この中期朝鮮語 pAzムyイまぶしい，照る」とェヴュンキ語h6s王n以下の  
「火花」の意味するツングース話形式を比較したのは金東昭（1981：22－24）  





るかを物語っていると言えそうである。   
現代語の表面上の頼似性から，ユヴェンキ語 osikta「星」，ナーナイ語Ⅹ0－  
sikta「同左」などからベンツィソグ（Benzing1955：23）によって＊Ⅹ5sl－kta  
（－kta は接尾辞）と再構されているツングース講話の「星」を意味する話形式  
に最初に日がいってしまうのはいたし方ないことであろうが，このツングース  
祖形の頭音＊Ⅹ・と日本語posiのp・との相違ゆえにこの比較は有力なものと   

































中世モ∴／ゴル語＊ho芭i（n）「火花」を考えているようである。意味の問題につ   






ている。小沢によると bodunはho・dun と分析されるという（小沢1968：  











もの」とかいった意味を持っていたのではないかなどと考えて見る。   







姻 日本語poru＜＊p6ru「掘る」：中期朝鮮語phA・r同左」，蒙古文責er払・  
＜＊per一正一「同左」。  
この比較ほ村山七郎（1987：5）によって安逸された。村山は奄美方言で「掘  
る」の連用形がhuriとあらわれることから，より古い日本語形式として第一   
日本語6の朝鮮語，ア／レタイ諸君との比較  
音節に乙類6をもつ＊p6riを推定している。対応するツングース語形式は見  




分析は信頼できるものと思われる。   




的 日本語mo＜－m6「藻」：中期朝鮮語mAr「同左」。  
宋敏（1977：160）はこの比較を朝鮮語－1／r：日本語・¢（ゼロ）の対応を実  










拍 日本語momlユ＜＊m6皿u「揉む」：中期朝鮮語mAni－，mAnさi－「触れる」，  
エヴ鼻ンキ語moniイ揉む」，ネギダル語mo叩i－「同左」，オロチ語moりiei－  
「同左」，満州語monjト「同左」。   
大 林 直 樹   
朝鮮語m人neトをツングース話形式のうちの満州語monji－のみと比較した  
季基文（Ki－mOOn Lee1958）を除けばこれら関連諸言語における話形式は本  
稿において初めて比較の舞台に登場するようであるが，十分に比較に耐えられ  
るものと思われる。日本語に乙類母音をもつ＊m6muの推定が許されるのは，  
奄美方言でこの動詞がmlユmi（連用形）とあらわれるためである。   
日本語においてこの ＊m6mu よりもさらに古いある段階において ＊mるmu  
＜＊m6nu－，すなわち頭音m・の同化作用による・m一＜＊・n・の変化を推定しな  
けれほならないのであろうか，あるいほまた，朝鮮語やツングース語において  









榊 日本語y6r8du「万」：中期朝鮮語yar9h，y9rO～y∂ra＜＊y＾ra「諸」。  
この朝鮮語諸形には語末音－hをもつものともたないものがあるが，－hをも  
つものほ名詞的に用いられ，もたないものは連体詞的に用いられる。  
閃r9h－ita讃嘆hムーnira（法華経義解1：36）   
諸人が 皆讃嘆した   
y9柑SarAm一人y nAs（金剛経三家解2：2）   
諸  人の  顔  
なお，y9raは母音調和に適合していない形であるためより古くは＊yAraに  
さかのぼるとする説は李基文（1977：139）などに見られる。すなわち，y；l柑  
＜yora＜＊yAra の変化を経たものと見られ，それゆえにこの比較が本稿で論  
じる対象となり得るのである。   
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ぞれの内的研究の深化が要請されよう。   
大 林 直 樹  84  





















朝鮮語の母音a，0，A のほうを陰性母音au－ 王 のほうを陽性母音と見てい  
る。  
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